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Santen の理念体系 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの行動原則と価値観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行動原則 

 

価値観 

肝心な事は何かを深く考え、 

どうするか明確に決め、迅速に実行する 

 

患者さん中心 

 

誠実と信頼 

絶え間ない進化  

共に成し遂げる  

あらゆる思考・判断・行動が、患者さん*と患者

さんを愛する人たちの幸せにつながっていること 

 
社会の一員としての責任を自覚し、仕事の質を 

高め、周囲の信頼を得ること 

一人ひとりが成長と挑戦を志し、Santenならでは

の知恵と組繊的能力を培い、新たな価値を創造し

続けること 

 
社内外の多様な力を結集し、粘り強く取り組み、 

成果を実現すること 

基本理念 

Santenの存在意義 

私たちのビジョン 

 
Santenが目指す理想の世界 

 

私たちの行動原則と
価値観 

 基本理念を実践し、 

ビジョンを実現するための 

行動と判断の拠り所 

自然の神秘を解明して人々の健康の増進に

貢献するということを意味しています。  

 

* 中国の古典「中庸」の一節を Santen が独自に解釈したもので、

社名「参天」の由来でもあります。 

世界中の一人ひとりが、 

Best Vision Experience を通じて 

それぞれの最も幸福な人生を実現する 

世界を創り出したい。 
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参天企業倫理綱領について 

 

 

「参天企業倫理綱領」は、事業活動における具体的な行動規範として、法令等遵守

はもとより、理念を基本とした参天グループで働くものに求められる行動のあり方

を示しています。 

 

また、参天製薬取締役会で決議された「内部統制（業務の適正を確保するための体

制）基本方針」において、企業活動における行動指針としても定められています。 

本綱領は、「企業行動宣言」と「行動規範」から構成されており、「企業行動宣言」

は、『顧客』、『社員』、『社会』の３つの視点から基本的な考え方を表明し、「行動規

範」はその具体的な行動における判断の方向性を示したものです。 
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企 業 行 動 宣 言 
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Ⅰ．顧客との信頼 

１．わたしたちは、人々の健康な生活を維持・増進させるため、顧客の求める、   

有用で革新的な医薬品等を迅速かつ効率的に研究開発します。 

２．わたしたちは、顧客の安心できる、有効性・安全性に優れた高品質の医薬品等

を効率的かつ安定的に提供します。 

３．わたしたちは、医薬品等の適正使用を推進するため、公正な販売・普及促進  

活動の中で、顧客の信頼できる、品質・有効性・安全性等の情報を的確かつ迅

速に提供します。 

 

Ⅱ．社員の責任と成長 

１．わたしたちは、自己研鑚に努め、期待される役割を果たすとともに、個人の  

人権・人格および個性を尊重し、自律とゆとりと豊かさのある、安全で快適な  

職場環境をつくります。 

２．わたしたちは、会社の資産・資金および情報の価値を十分認識して、ルールに

従い保護・管理し、有効に活用します。 

３．わたしたちは、利害関係者と相互理解を図り、社会の信頼が得られる、公正  

かつ透明で自由な関係を保ちます。 

 

Ⅲ．社会との調和 

１．わたしたちは、自然を保護し、地球環境保全に積極的に取り組みます。 

２．わたしたちは、良き企業市民として、積極的に社会貢献活動を行い、社会と  

対話し共生します。 
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行 動 規 範
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Ⅰ．顧客との信頼 

１．わたしたちは、人々の健康な生活を維持・増進させるため、顧客の求める、   

有用で革新的な医薬品等を迅速かつ効率的に研究開発します。 

 

1-1 研究開発 

医薬品等の研究開発では、生命倫理に十分配慮した上で、有効性、安全性等に

ついて正確で信頼性の高いデータを作成します。また、動物実験は、動物福祉

の観点から、必要最小限の動物の使用とともに、苦痛の軽減や代替法の開発に

努めます。 

 

1-2 臨床試験 

臨床試験では、被験者の人権を尊重し、安全性に十分配慮して行います。また、

試験結果に関しては科学的厳正さをもって客観的な評価を行います。 

 

1-3 製造販売後調査 

製造販売後は、国内外の科学に裏付けられた品質・有効性・安全性に関する情

報を収集、評価・分析し、保健衛生上の危害の発生もしくは拡大の防止、また

は適正な使用の確保のために必要な措置を講じます。 
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Ⅰ．顧客との信頼 

２．わたしたちは、顧客の安心できる、有効性・安全性に優れた高品質の医薬品等を

効率的かつ安定的に提供します。 

 

2-1 製造 

製造の全工程にわたって十分な製造管理および品質管理を行い、より信頼性の高い

高品質の医薬品等を効率的に安定供給します。 

万一、医薬品等の品質に問題が生じた場合は、速やかに事実の調査、原因究明

に努め、必要な対応を行います。 

 

2-2 品質保証 

最新の科学技術をもって、医薬品等のより高い品質、有効性、安全性を確保し

ます。 

 

2-3 流通 

流通段階における医薬品等の品質を確保します。また、輸出入は、国内外の関

係法令や規制を遵守し、適正に行います。 
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Ⅰ．顧客との信頼  

３．わたしたちは、医薬品等の適正使用を推進するため、公正な販売・普及促進   

活動の中で、顧客の信頼できる、品質・有効性・安全性等の情報を的確かつ迅速に

提供します。 

 

3-1 プロモーション 

販売・普及促進活動は、業界自主ルールである公正競争規約や自社プロモーション

コード等を遵守し、透明かつ公正に行います。 

 

3-2 医薬品等の安全管理 

医薬品等の安全性に係わる情報を迅速に入手し、副作用等による被害の拡大を

防止します。 

 

3-3 医薬品等の情報提供 

医薬品等の情報提供は、品質、有効性、安全性に関する科学に裏付けられた正確な

情報を迅速に伝達します。 

 

3-4 広告・宣伝 

広告・宣伝は、社会や顧客に誤解を与えることのないよう、創造的で適正に行

います。 
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Ⅱ．社員の責任と成長 

１．わたしたちは、自己研鑚に努め、期待される役割を果たすとともに、個人の   

人権・人格および個性を尊重し、自律とゆとりと豊かさのある、安全で快適な  

職場環境をつくります。 

 

1-1 個人の尊重 

社内外を通じて、国籍、人種、皮膚の色、宗教、信条、性的指向、年齢、学歴、

家系、出身地、障がい、健康上の問題、地位等にかかわることで差別や嫌がら

せをしません。 

また、一人ひとりの人格を尊重し、職場においてハラスメント（セクシュアル・

ハラスメント、モラル・ハラスメントなど）はしません。 

 

1-2 安全・快適で働きやすい職場環境 

労働・安全衛生に関する法令および社内外ルールを遵守し、社員の安全と健康

状態に配慮した効率的で働きやすい職場環境とゆとりのある就業環境をつく

ります。 

また、道路交通法などの交通ルールやマナーを守り安全運転に努めます。 

 

1-3 仕事と評価 

事業目的や目標に照らし、期待される自らの役割機能を十分に理解するとともに、

必要な専門的知識・技能を進んで身につけて業務遂行します。業務成果はあら

かじめ明確にされた基準に従い公正に評価し、適正な人事考課を実施します。 
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Ⅱ．社員の責任と成長 

２．わたしたちは、会社の資産・資金および情報の価値を十分認識して、ルールに従

い保護・管理し、有効に活用します。 

 

2-1 資産の保護 

会社の資産である設備や機器、システム、支給品などは事業活動のためにのみ

使用するとともに、毀損、盗難または誤用につながらないように注意します。 

 

2-2 資金の活用 

会社の資金を使用する際は常に費用対効果を考え、会社にとって最も有利な選

択をし、決裁基準に基づき定められた手続きに従って承認を得て使用します。 

 

2-3 秘密情報の保護 

会社の重要な情報は慎重に保護するとともに、社内ルールに従って管理します。 

製品に関する技術的・科学的情報、業務・営業企画、収益その他の財務データ

などの専有情報は、事業活動に関してのみに使用し、退職後も含めて、無断で

公開・利用または他へ譲渡しません。 

 

2-4 第三者秘密情報の尊重 

他社、他団体などの第三者の秘密情報を尊重し、不正に取得・使用・開示しな

いとともに、入社前や出向などにより知り得た第三者の秘密情報については、

当社内で開示したり使用したりしません。 

 

2-5 個人情報の保護 

事業活動を進めるうえで必要とする医療関係者、生活者、患者さん、株主、取

引先、役員・社員などの個人情報は、法令および社内外ルールに従って管理・

活用し保護します。 

 

2-6 知的財産の取扱い 

知的財産権の重要性を認識し、研究・開発成果の権利化に努めるとともに、社

員の職務発明については予め自主的に定められた規程を遵守します。 

また、第三者が所有する知的財産権を不当に侵害しません。 

 

2-7 正確な記録と報告 

事業活動を遂行するために必要な報告・連絡・相談は適切に行います。 

財務・会計およびその他事業活動に関する情報を正確かつ偽りなく記録し報告

します。また、納税義務を果たし、行政への許認可、報告、届け出などの手続

きは、虚偽や誤解を招くことなく正確に行います。 
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Ⅱ．社員の責任と成長 

３．わたしたちは、利害関係者と相互理解を図り、社会の信頼が得られる、公正   

かつ透明で自由な関係を保ちます。 

 

3-1 適正な接遇 

業務に関して、社会通念で許される範囲を超えた金銭、贈り物、接待を受けた

り、提供したりしません。 

 

3-2 贈収賄等の禁止 

直接であれ、第三者を介するものであれ、各国の法令、もしくは国を限定せず

適用される法令※等に反し、贈収賄や腐敗とみなされる行動をしません。 

※英国の贈収賄防止法（UK Bribery Act）、米国の海外腐敗行為防止法（FCPA）等 

 

3-3 取引先との健全な関係 

取引先の地位・権利・利益を尊重し、関係法令および社内ルールを遵守して十

分な協議のうえ取引を行います。 

購買先・仕入先の評価や選定は、品質、コスト、納期、サービス、経営上の信

頼性、社会的責任への取り組みなどの合理的な基準にもとづいて行い、特定の

取引先への不公正な配慮や相手からの利益提供を受けません。 

 

3-4 適切な業務委託 

医療関係者およびその他専門家にコンサルタント、顧問その他の業務を依頼す

るときは、必ず書面による契約書を締結し、対価はサービスに見合った金額と

します。 

また、医療関係者への対価の支払いについては、各国の関連法令や業界ルール

を遵守し、適切に情報開示します。 

 

3-5 インサイダー取引の禁止 

インサイダー取引に関する法令および社内ルールを遵守し、世間一般には知ら

れていない社内の重要事実をもとに有利な条件で自社や取引先の株式および

債券を売買しません。また、家族や知人などにも自社の株価に影響を与える可

能性のある社内の重要事実を伝えません。 

 

3-6 利益相反の回避 

配偶者や家族の一員その他の近親者が、競合会社や取引先・得意先の関係者で

ある場合などは、会社の利益と役員・社員の個人的利害が衝突することがない

ようにします。 
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Ⅲ．社会との調和 

１．わたしたちは、自然を保護し、地球環境保全に積極的に取り組みます。 

 

1-1 地球環境の保全 

自然を保護し、地球環境に配慮することは基本的な企業の社会的責務であると

認識し、資源・エネルギーの効率的な使用や廃棄物の削減に努めます。 

 

1-2 環境課題への取組み 

生物多様性をはじめ、国や国際社会の環境課題に積極的に取り組みます。 
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Ⅲ．社会との調和 

２．わたしたちは、良き企業市民として、積極的に社会貢献活動を行い、社会と   

対話し共生します。 

 

2-1 社会貢献活動 

事業活動を通じて医療費用の効率化、医療資源の節約、医療技術の進歩に貢献

するとともに、世界的な視野に立って、医学・薬学の発展に必要な研究への支

援を行います。 

また、良き企業市民として、積極的に社会貢献活動を行うとともに、地域社会・

住民との相互理解を図ります。 

 

2-2 社会とのコミュニケーション 

事業活動に関する情報を積極的に開示し、ステークホルダー（顧客、一般生活

者、社員、地域・社会、取引先、株主・投資家）とのコミュニケーションを深

めます。 

一定期間毎に作成する事業に関する報告・情報の公開のみならず、企業情報を

適時、適正に開示します。 

 

2-3 反社会的勢力への対応、政治・行政との関係 

市民社会の秩序や安全に脅威を与えたり、不正な利益を企業から得ようとする

反社会的勢力および団体には毅然とした態度でいかなる要求にも応じません。 

また、政治や行政と健全かつ正常な関係を保持します。 

 

2-4 国際ルールの遵守 

グローバル活動においては国際ルールと現地の法令を遵守するとともに、文化

や慣習を尊重し、現地の発展に貢献する事業活動を行います。 

 



 

 

参 天 企 業 倫 理 綱 領 

 

１９９９年１２月 [ 制 定 ] 

２００２年 ４月 [ 改定１ ] 

２００３年 ９月 [ 改定２ ] 

２００５年 ９月 [ 改定３ ] 

２００７年 ３月 [ 改定４ ] 

２０１０年 ８月 [ 改定５ ] 

２０１５年 ８月 [ 改定６ ] 

２０１５年 ９月 [ 改定７ ] 

２０１６年 ３月 [ 改定８ ] 

２０１６年 ５月 [ 改定９ ] 

２０１６年 ７月 [ 改定 10 ] 

２０２２年１１月 [ 改定 11 ] 

２０２５年 ４月 [ 改定 12 ] 

 



 

 

 


